
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 長かった夏休みが終わり、２学期がスタートしま

した。夏休み中、部活動や受験勉強など、さまざま

なことを頑張ったと思います。【２学期は元気いっ

ぱいスタートダッシュ！】といきたいところです

が、なかなか学校モードに慣れず、夏の疲れが重な

り体調を崩す人が出てきやすいです。 

早寝早起きをしてしっかり朝食をとり、めいっぱ

い頑張ったときや疲れが出てきたときには十分な

休養をとる、そんなメリハリのある生活で実りある

学校生活を送りましょう。 

 右にあるグラフに書き込んでみて、今の自分の生

活リズムをチェックしてみましょう。グラフがへこ

んでいる部分は自分自身で生活を見直してみると

いいですね。 

 長い夏休みの生活リズムから抜け出せず、睡眠不足、何となくだるい、

ボーっとするなど疲れがたまっているうえ、暑さも重なり体調を崩しや

すい時期です。熱中症は真夏だけに起こるものではありません。重症化す

ると命に関わることもありますので、早めの対応が必要です。 

 自分では症状に気付きにくかったり、「まだ頑張れる！」と無理しやす

かったりするため、互いに気を付けましょう。 

夏休みモードから学校モードに切り替えよう！ 

令和７年９月１日 

大府南中学校 

保  健  室 
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すり傷 

９月９日は          です 

切り傷 捻挫・打撲 

足が 

つった 
鼻血 

保護者のみなさま 

知っていますか？よくあるケガの応急手当 

第２回学校保健委員会 

傷口が土や砂で汚れていること

が多いので、水道水できれいに洗

い流す。出血が多いようならガー

ゼを当てて圧迫し止血する。 

ゆっくりと痛い部分を伸ばす。 

マッサージやストレッチをする。 

スポーツドリンク（塩分を含んだ

水分）をとる。 

鼻をつまんで下を向く。上は向

かない。小鼻（鼻の膨らんでいる

部分）をぎゅっとつまむとよい。 

止まらない場合は、 

鼻の上部を冷やす。 

氷水を入れたバ

ケツや氷のうで痛

めたところをしば

らく冷やす。なる

べく動かさない。 

・腫れや痛みがひどい 

・自力で動かせない 

・顔色が悪くなる 

・気持ちが悪くなる など 

 

腫れや変形がひどいときは、

病院で診てもらいましょう。 

骨折を疑う場合 

色覚検査について 

傷口に清潔なガーゼ（なければ

ハンカチやタオル）を当てて上か

ら強く押さえる。 

傷が深いときや出血が多いとき

は病院へ！ 

 ９月９日は、９（きゅう）９（きゅう）で【救急の日】と制定されています。けがをしたときに慌て

ないようにするためにも、手当の仕方を覚えておくことはとても大切です。保健室に来る前に自分でで

きる手当をしておくと、その後の処置もスムーズです。この機会に救急処置について知り、自分の健康

を自分で守ることができるようになっていけるといいですね。 

 

とにかくすぐに安静にして 

よく冷やす！ 

 ９／８（月） ５時間目 第２回学校保健委員会（１３：１５～１４：２０） 

スクールカウンセラーの佐藤先生を講師としてお招きし、「強いこころを育てよう～こころの回復

力・４本の木の生き方から学ぶ～」というテーマで講演予定です。問題が起きたときに乗り越えてい

くための心の回復力（レジリエンス）について学ぶ機会です。 

保護者のみなさまもご興味があれば、参観可能です。事前に学校へご連絡ください。 

 

 

 ２学期中に色覚検査（希望制）を行います。検査を希望される方は、９／４（木）に配付の申込書 

にご記入の上、担任までご提出ください。 

 


